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牛肉ほぼ毎日　･ 5-4回･ 3-2回･ 1-0担】
豚肉ほぼ毎日　･ 5-4回･ 3-2回･ 1-0回












































①飼育方法　　5 ･ 4 ･ 3 ･ 2 ･ 1
(放牧,畜舎飼いなど)
②機能性　　　5 ･ 4 ･ 3 ･ 2 ･ 1
(高血圧やガンの予防作用など)






























































































































































































































牛肉を購入する際に, ｢値段｣, ｢生産国｣, ｢ブランド｣, ｢安
全性｣, ｢新鮮さ｣, ｢味｣および｢脂肪の割合｣の各要素
をどの程度重視するかについて, 5段階で評価した結果
を図7に示す｡ ｢ブランド｣以外の要素については, ｢非
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図6.各食肉を購入する際に重視する要素の性別および年代間比較
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図7.牛肉を購入する際に重視する要素
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常に重視する｣または｢ある程度重視する｣と回答した
人が過半数を占め,特に｢生産国｣, ｢安全性｣および｢新
鮮さ｣については｢非常に重視している｣と回答した人
が多い結果となった｡前述の食肉の種類別のアンケート
では,牛肉は他の肉にくらべブランドを重視する人が最
も多いという結果となったため,筆者らは｢牛肉購入の
際にはブランドが比較的重視される｣と予想しrいた.
しかし,牛肉に限定したこの問いでは,他の要素にくら
べブランドはあまり重視されていないという結果となっ
た｡堀田(2004a ; 2004b)が実施した消費者調査でも同様
の結果が得られており,加えて高齢者ほど牛肉の購入頻
度は低いが高級牛肉を好み,購入時には生産国やブラン
ド名を気にするという実態が示されている｡今回の調査
では,回答者の中で20代の若者が61人と最も多かった
ことが上記の結果をもたらした一因であると考えられる｡
上のことから,牛肉を購入する際に重視する要素は他
の肉の購入時と類似しており,牛肉に特徴的な要素はな
いことが明らかとなった｡しかし, BSE問題などの影響
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からか,値段や鮮度だけでなく,生産国および安全性-
の意識が高まっているのは確かであり, ｢安く,安全で
おいしい牛肉を食べたい｣という消費者の意図が見て取
れる｡
3 - 2)牛肉における脂肪の割合の好みとその理由
牛肉の好みの脂肪の割合について, ｢多め｣了ある程度｣,
｢少なめ｣および｢気にしない｣,の4段階のどれを好む
かについて,図8に結果を示した｡好みの脂肪の割合に
っいては,全体でみると｢ある程度｣または｢少なめ｣
を好むという回答が大部分を占め,男女間に大きな差は
認められなかった｡年代別にみると,すべての年代で｢あ
る程度｣および｢少なめ｣を好むという回答が大部分を
占めており,特に30-50代では｢ある程度｣を好むとい
う回答が多く,20代および60代では30-50代にくらべ｢少
なめ｣を好むという回答が多かった｡
それぞれの脂肪割合を選択した回答理由についてみる
と(図9),まず｢少なめ｣がよいと回答した人では, 20
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図8.牛肉の脂肪含有量に対する消費者の噂好
ある程度
図9.牛肉においてそれぞれの脂肪割合を好む理由
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代では｢脂が苦手｣, ｢太るから｣という理由が多く, 60
代では｢健康のため｣という理由が多くみられた｡表現
は異なるものの,脂肪の少ない赤肉に対しては｢美容･
健康によい｣というイメージがもたれているといえる｡
また､ 30-50代では｢ある程度｣と回答した人が多く認
められたが,その理由として｢おいしさ｣をあげる人が
多くみられたのと同時に, ｢脂肪が多すぎると健康に悪
い｣のように健康に気を遣う回答もみられた｡牛肉のお
いしさと健康-の配慮の両方を意識した結果ではないか
と考えられる｡なお消費者動向調査(日本食肉消費総合
センター, 2008b)によれば,消費者の食肉購入時の留
意点として｢脂肪が少ないこと｣を選んだ人(44%)は｢脂
肪が多いこと｣ (2.6%)にくらべはるかに大きかったも
のの, ｢霜降りが少ないこと｣を選んだ人(6.4%)は｢霜
降りが多いこと｣ (12.4%)を選んだ人よりも少なかった｡
消費者は食肉の｢脂身｣と｢霜降り｣とをまったく別の
ものとして考えていると推察される｡このことから,本
項目で｢ある程度｣または｢少なめ｣の脂肪割合を選択
した人の多くは,脂身をイメージした可能性がある｡し
かしこのことは同時に,低価格で-ルシーな赤肉主体の
牛肉の需要を示唆している｡
以上より,脂肪の少ない赤肉を求める声は確実に存在
し,味や食感を改善していくことで,さらに多くの健康
に気を遣う中高年層に受け入れられるようになるのでは
ないかと考えられる｡
4.飼育方法･機能性･快適飼育度の表示の重要性
現在はまだ表示の行われていない飼育方法,機能性お
よび択適飼育度がもし表示された場合,それぞれの要素
を購入の際にどの程度重視するかについて, 5段階で評
価された結果を図10に示す｡すべての項目に対して｢非
常に重視する｣, ｢ある程度重視する｣と回答した人が
50%以上であったことから,関心はきわめて高いといえ
る｡また図には示していないが,性別,年齢別に集計し
たところ,男性よりも女性,若年層よりも中高年層のほ
うが各項目の表示をより重視する傾向にあった｡また,
機能性と快適飼育度を重視する人がやや多い傾向がみら
れた｡これは,特定保健用食品や健康番組の影響で食品
の｢機能性｣という言葉が身近になっていること,およ
び家畜福祉に関する消費者の関心の高まり(佐藤･岡本,
1996)から安全性の面から家畜がどのように飼育された
のかについて関心を持つ人が多くなっているためと考え
られる｡これらの傾向は,すでに述べてきたように生産
国やブランド(産地･銘柄) -の高い関心と一致する｡
5.食肉に対する意見および要望
アンケートの最後に,食肉に対する希望または要望等
として記述されたものを取りまとめたのが図11である｡
最近の食肉の安全性に関する報道の影響からか,安心･
安全,明確で正しい表示を求める声が高いことがわかる｡
また回答数は少ないが適切な飼育環境に対する要望もみ
られた｡佐藤･岡本(1996)の家畜福祉に関するアンケ
ート調査によれば,わが国の一般市民の70%以上が｢家
畜に対してストレスを与えない飼い方｣を望み, ｢ある
程度の価格上昇をやむを得ない｣と回答している｡また,
小さい子供のいる世帯では｢残留農薬｣について,また
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図10.飼育方法,肉の機能性および快適飼育度の表示に関する消費者の意識
題品おいしさ慧㌘
図1 1.食肉に対する消費者の意見および要望
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高齢者のいる世帯では｢食品添加物｣や｢残留抗生物質｣
について強い関心を示している(口本食肉消費総合セン
ター, 2008b)o　これらのデータは,おいしさや低価格だ
けではなく,安心して食べられる食肉とその安全性を示
す止しい表示が求められている結果といえる｡ ｢多少高
価格であっても,消費者自身が安全だと思える肉を買う｣
といった意見もみられ, ｢安全は買うものだ｣という意
識が生まれてきているように思われる｡明確な基準や表
示方法などの規定を設けることで消費者の信頼を得るこ
とができれば, ｢安全･安心｣という消費者の臼には見
えないものも商品化することが出来るかもしれない｡
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要　約
食の多様化が進み,安全性に対する消費者の意識が高
まっている現存,食肉に対する消費者の意識および要望
を知るため, 193鋸こアンケート調査を行った｡
牛肉は過0-日lTl買う人が790/oで最も多かったが,豚肉
および鶏肉では2-3回買う人も多くみられたo　また,良
も多く購入する食肉は豚肉,鶏肉,牛肉の順で多かった｡
牛肉の購入理由は主に｢おいしさ｣と｢料理のしやすさ｣
であり,豚肉ではそれに加え｢安価であること｣, ｢体に
よい｣, ｢栄養が豊富である｣など多様であった｡また鶏
肉では｢安価｣を挙げた人が最多であったo
牛肉は｢高級｣ ｢おいしい｣というイメージが,鶏肉で
は｢-ルシー｣ ｢安い｣というイメージが強かった0　--
万豚肉では｢安い｣ ｢庶民的｣ ｢栄養がある･疲労回復｣
｢おいしい｣ ｢-ルシー｣などイメージに多様性が見られ
た｡しかし肉の種類によらず,消費者は｢値段｣ ｢生産国｣
および｢安全性｣を重視して購入していた｡また牛肉で
は｢ブランド｣,豚肉では｢脂肪の割合｣,鶏肉では｢新
鮮さ｣が他の肉にくらべ強かった｡
牛肉購入の際, ｢生産国｣, ｢安全性｣および｢新鮮さ｣
が強く重視され, ｢ブランド｣はあまり毛祝されていな
かった｡ ∠日勾の脂肪割合については｢ある程度｣または
｢少なめ｣を好む人が大部分を占めた｡ ｢少なめ｣を好む
人のうち, 20代では｢脂が苦手｣, ｢太るから｣という理
由が, 60代では｢健康のため｣という理由が多かった｡
飼育方法･機能性･快適飼育度の表示を重視して購入
すると回答した人は50%以1二であり,男性よりも女性,
若年層よりも中高年層のほうが各要素をより重視する傾
向にあった｡消費都ま食肉に対して安心･安全,明確で
正しい表示を求める声が強く,適切な飼育環境に対する
要望もみられたD
以上の結果から,消費者は低価格であること,料理の
しやすさや用途の多様性などの実用面を重視して食肉を
購入し,安心･安全,明確で止しい表示を求めている実
態が示された｡
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